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Abstract 
　We defined "CSR" as a responsibility that companies should have in society. It includes 
education, environmental protection, and so on. We focused on the difference in awareness 
between employees' and promoters' of CSR and conducted research on it. The purpose of this 
paper is to explore the reality of CSR activities and consider how CSR can be improved for all 
stakeholders. As a result, there is a gap between employees' and promoters' awareness. This 
gap has a negative influence when they promote CSR activities. Therefore, it's important for all 
companies to create good environments where workers can participate in CSR activities with 
strong cooperation. From now on, we'd like to find what causes the gap through interviews and 
better CSR metrics for all stakeholders. 
 

１　はじめに 

　近年商品の安全性や品質に関する企業の不

祥事、地球温暖化に対する施策などが問われ

る中、CSR（企業の社会的責任：Corporate 

Social Responsibility）が注目されている。これに

対応するために大企業を中心にCSRに関する

部署を設置するなどの取り組みが行われてい

る。 

　日本では1956年に経済同友会が「経営者の

社会的責任の自覚と実践」という提言を行った

ことを皮切りに2000年代以降CSRへの関心が高

まった。2003年以降ソニーや松下電器産業など

の大企業が、企業が社会に貢献することを経営

に組み込む「CSR経営」へと方針を切り替え、

CSRを担当する部署の設置などを行っている。

またCSR活動を評価するため企業評価基準な

ども提案されている。項目としては人材活用や

安全性などが挙げられる。この項目が評価基準

に含まれていることから企業が一丸となって取り

組むことの重要性が伺える。そこで私達は企業

が一丸となりCSR活動に取り組むために必要な

要素を調べるため、CSRを担当する部署の従業

員や、CSR活動に参加したことがある従業員（以

下推進者と表記）と、参加経験のない従業員と

のCSRに関する意識のギャップとその影響、そ

のギャップを埋める方法について考察してい

る。 

 

 

２　問い 

　「推進者とその他の従業員のCSRに対する意

欲の差（ギャップ）はあるのか」また、「CSRを知っ

たきっかけとそのギャップは関連しているのか」

という問いのもと、研究を進める。日本の企業は

CSRについてどの程度の興味や知識があるの

かを知り、企業にとってより良いCSRのあり方に

ついて考えることをこの研究の目的とする。 

　この研究では主に清掃活動や募金活動といっ

た代表的なCSR活動を中心に扱うこととする。 

 

３　研究方法 

　調査１「推進者とその他の従業員のCSRに対

する意欲の差（ギャップ）はあるのか」 

　大企業１社、中小企業２社（順にA社・B社・C

社）に以下の項目についてのアンケートを実施

した。調査の条件を揃えるため、業種は製造業

に限定した。 

 

ーアンケート項目ー 

１.貴社で行われているCSR活動についてご存

知ですか？ 

　　→① 知っていて活動に関わっている 

　　 　② 知っているが活動には関わっていない 

　　 　③あまり把握していない 

 

 



 

 

 

 

２.１で②と答えた方に質問です。 

　どのようにして知りましたか？（複数回答可） 

　　→① 会社のCSR活動を直接見て知った　　

　　　 ② SNSを通じて知った 

　　　 ③ 会社の広報を通じて知った 

　　 　④ 他の社員を通じて知った 

 

３.１で①と答えた方に質問です。今後のCSR活

動に対する意欲の度合いをお答えください。

※100％→自分から積極的に取り組みたい　 

       0％→あまり関心がない 

　     → 0%、20%、40%、60%、80%、100% 

 

４.３で0〜20%と答えた方に質問です。0〜20%と

答えた理由を教えてください。 

 

５.１で②③と答えた方に質問です。今のCSR活

動に対する意欲の度合いを教えて下さい。

※100％→自分から積極的に取り組みたい　 

       0％→あまり関心がない 

　     → 0%、20%、40%、60%、80%、100% 

 

６.５で0〜20%と答えた方に質問です。0〜20%と

答えた理由を教えてください。 

 

４　結果 

　（グラフ１） 

　　　1.貴社で行われているCSR活動について 

          ご存知ですか？ 

　　→① 知っていて活動に関わっている 

　　　 ② 知っているが活動には関わってい　　　

　          ない 

　　　 ③あまり把握していない 

 

 

（グラフ２） 

　　　２.１で②と答えた方に質問です。 

　　どのようにして知りましたか？（複数回答可） 

　→① 会社のCSR活動を直接見て知った 

　　 ② SNSを通じて知った 

　 　③ 会社の広報を通じて知った 

　 　④ 他の社員を通じて知った 

 



 

（グラフ３） 

３.１で①と答えた方に質問です。今後のCSR活

動に対する意欲の度合いをお答えください。

※100％→自分から積極的に取り組みたい　 

　　　0％→あまり関心がない 

　　　→ 0%、20%、40%、60%、80%、100% 

(80、100%を①、0〜60%を②③とする) 

 

 

 

 

（グラフ４） 

５.１で②③と答えた方に質問です。今のCSR活

動に対する意欲の度合いを教えて下さい。

※100％→自分から積極的に取り組みたい　 

　　　0％→あまり関心がない 

　　　→ 0%、20%、40%、60%、80%、100% 

(80、100%を①、0〜60%を②③とする) 

 

 

 



 

　上のアンケートより、CSR推進者とその他の従

業員とでは、CSRに対する意識に差があること

がわかった。推進者のほうが意識は高く、その

他の従業員の関心は低かった。しかし、CSRに

関する知識と興味関心の因果関係や意欲と実

際に活動に関わることができる余裕の有無の関

係などは明確にはわからないため、今回のアン

ケートのみではこれらの因果関係について正し

いと断言することは難しい。 

 

５　考察 

　以降、データとして示された参加歴の有無と

今後の活動に対する意欲との因果関係につい

て、活動に参加した経験がある社員（＝推進

者）ほど、今後の活動に対する意欲も高いと仮

定して考察を進める。 

　今回のアンケート調査から、CSR活動の認知

度においては企業間での差はあったが、大企

業と中小企業で考えた場合、差はみられなかっ

た。今後のCSR活動に対する意欲に関しては、

企業間の差はみられなかったが、CSR活動に一

度でも携わったことがある社員と未経験の社員

とでは、意識に差がみられた。 

 　これらのことから、企業内での取り組みが社員

の認知度や今後の意識に影響していると考えら

れるため、企業内でのCSR活動を改善すること

が意欲の向上につながると考える。 

 

６　今後の展望 

　今回は従業員と推進者との間にあるギャップ

を、活動への満足度や今後の意欲という観点か

らアンケートで調査した。しかし、原因について

さらに詳しく調べるには至らなかった。そのため

に各企業に対し今後のCSR活動方針について

のアンケートなどを実施し、原因を明らかにする

ことで仮説を検証していきたいと考えている。ま

た「より良いCSR」の評価基準について従業員、

推進者、社会の3つの観点から考えていきた

い。 
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